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夕陽会渡島支部
事　 務 　局

八雲町・落部小学校牧場からの駒ケ岳～森町白川地区

　
昨
年
度
の
総
会
は
二
ヶ
月
遅
れ
で
し
た
が
、
今
年
度
は
「
い
つ
も
通
り
」

の
五
月
の
第
二
土
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
被
災
地
で
は
未
だ
に
「
い
つ
も
通
り
」
と
は
ほ
ど
遠
い
生
活
を
お

く
る
会
員
や
、
大
切
な
人
を
亡
く
し
て
も
う
二
度
と
「
い
つ
も
通
り
」
の
生
活

に
は
戻
れ
な
い
会
員
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
文
部
科
学
省
は
大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
の
中
で
「
国
民
や
社
会

の
期
待
に
応
え
る
大
学
改
革
を
主
体
的
に
実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
し
て
、
大
学
に
機
能
の
再
構
築
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

母
校
で
は
学
部
再
編
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
教
員
養
成
課
程
や
新
学
部

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
た
だ
、
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
学
校
は
そ
の
地
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
地
の
人
々
に
よ
っ
て
支
え
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
文
部
科
学
白
書
第
二
部
第
二
章
の
中
に
は
、
「
我
が
国
や
郷
土
の
伝

統
や
文
化
を
受
け
止
め
、
そ
の
よ
さ
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
教
育
を

充
実
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
地
の
教
育
を
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
地
の
伝
統
や
文
化
の
中
で
生
活
し
て
教
職
を
学
ん
で
こ
そ
、

そ
の
地
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
育
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
母
校
は
寮
歌
に
あ
る
よ
う
に
「
濁
浪
逆
ま
く
大
海
」
の
状
態
で
す

が
、
「
猛
虎
の
意
気
を
ふ
る
ひ
な
ば
」
も
あ
り
ま
す
。

　
夕
陽
会
は
「
創
造
し
行
動
す
る
夕
陽
会
」
で
す
。
同
窓
の
強
い
絆
を
基
に

し
て
、
会
員
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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夕　陽　渡　島 （2）　 　 　

　　

　　

　
春
風
に
桜
そ
よ
ぐ
五
月
上
旬
、
平

成
二
十
四
度
の
総
会
及
び
大
懇
親

会
・
新
会
員
歓
迎
会
が
、
ホ
テ
ル
函

館
ロ
イ
ヤ
ル
に
お
い
て
開
催
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
の
会
場
に
は
、
続
々
と
各
支

会
の
支
会
長
と
幹
事
長
が
集
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
挨
拶
を
交
わ
す
光
景
が

し
ば
し
広
が
り
ま
し
た
。
同
窓
の
仲

間
と
し
て
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、
開
会

が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
市
川
支
部
長

の
熱
の
こ
も
っ
た
挨
拶
に
始
ま
り
、

報
告
事
項
と
協
議
事
項
が
次
々
と
承

認
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
の
役

員
改
選
で
は
、
市
川
支
部
長
の
再
任

と
と
も
に
新
役
員
が
加
わ
り
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
総
会
後
、
夕
陽
讃
歌
で
声
を
そ
ろ

え
心
を
合
わ
せ
な
が
ら
大
懇
親
会
・

新
会
員
歓
迎
会
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

市
川
支
部
長
が
今
年
度
の
決
意
を
述

べ
、
祝
杯
に
お
い
て
は
、
本
部
の
橋

田
会
長
よ
り
、
母
校
の
厳
し
い
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
教
員
養

成
課
程
の
存
続
の
思
い
と
決
意
が
会

場
全
体
を
揺
る
が
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
新
会
員
の
紹
介
と
挨
拶
に
お
い

て
は
、
会
場
よ
り
が
ん
ば
れ
の
エ
ー

ル
が
起
こ
り
、
会
場
の
雰
囲
気
も
頂

点
に
達
し
ま
し
た
。

　
恒
例
の
大
抽
選
会
で
肩
の
力
を
抜

い
た
後
は
応
援
団
の
登
場
で
す
。
三

三
七
拍
子
が
会
員
の
絆
を
一
層
強
め
、

寮
歌
の
大
合
唱
が
夕
陽
の
絆
を
揺
る

ぎ
な
い
も
の
に
し
ま
し
た
。

　
　
●
　
運 

営 

方 

針
　
●

一
、
支
部
・
支
会
の
連
携
強
化

　
　
・
会
員
の
同
窓
意
識
、
会
員
相
互
の
助

け
合
い
を
大
切
に
す
る
。

　
　
・
支
部
と
支
会
、
支
会
相
互
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
。

　
　
・
情
報
活
動
を
活
発
化
す
る
。

　
　
・
民
間
か
ら
の
加
入
を
促
進
す
る

二
、
会
員
の
向
上
・
援
助

　
　
・
会
員
相
互
の
研
修
活
動
や
人
材
の
発

掘
、
登
用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

　
　
・
新
会
員
（
渡
島
管
内
初
経
験
者
含
）

へ
の
支
援
と
啓
発
、
退
職
会
員
へ
の

感
謝
と
激
励
に
努
め
る
。

三
、
本
部
及
び
他
支
部
と
の
連
携

　
　
・
本
部
事
業
へ
の
積
極
的
な
協
力
と
連

携
に
努
め
る
。

　
　
・
他
支
部
と
の
密
接
な
情
報
交
換
と
連

携
に
努
め
る
。

　
　
●
　
事
業
推
進
方
針
　
●

一
、
支
会
訪
問
と
援
助

　
　
・
各
支
会
の
総
会
、
懇
親
会
に
積
極
的

に
参
加
し
、
支
部
と
支
会
の
連
携
に

努
め
る
。

二
、
情
報
・
資
料
の
提
供

　
　
・
管
内
及
び
他
支
部
と
の
情
報
交
換
に

努
め
る
。

　
　
・
本
部
と
の
情
報
交
換
に
積
極
的
に
努

め
る
。

三
、『
夕
陽
渡
島
』
の
発
行

　
　
・
親
し
ま
れ
読
み
や
す
い
発
行
に
努
め

る
（
年
三
回
）。

四
、
研
修
事
業
の
活
発
化

　
　
・
新
会
員
激
励
会
を
開
催
し
、
教
職
へ

の
意
欲
高
揚
に
努
め
る
。

　
　
・
研
修
情
報
の
提
供
や
研
究
実
践
者
の

積
極
的
推
進
に
努
め
る
。

五
、
退
職
会
員
と
の
連
携

　
　
・
勇
退
者
へ
の
感
謝
と
激
励
の
会
の
開

催
に
努
め
る
。

　
　
・
終
身
会
員
へ
の
加
入
促
進
に
努
め
る
。

　
　
・「
勇
退
者
の
横
顔
と
足
跡
」
の
発
行
に

努
め
る
。

　
　
・
記
念
品
の
贈
呈
を
行
う
。

六
、
本
部
事
業
へ
の
積
極
的
協
力
と
参
加

　
　
・
本
部
主
催
事
業
へ
の
積
極
的
参
加
に

努
め
る
。

　
　
・
本
部
前
納
会
員
へ
の
加
入
促
進
に
努

め
る
。

七
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
提
供

　
　
・
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
る
。

八
、
そ
の
他

　
　
・
教
頭
昇
任
、
校
長
採
用
、
受
賞
者
等

へ
の
祝
詞
等
の
送
付
に
努
め
る
。

　
　
・
慶
弔
関
係
へ
の
迅
速
な
対
応
に
努
め

る
。

　

　

　

　

　　　

　　

　
　
　
　
　

　

　

　

母
校
開
学
の
精
神
を
確
か
め
、

　
夕
陽
会
の
原
点
で
あ
る
親
睦
の
和
を
深
め
る

　
　
と
と
も
に
、教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
。

副
支
部
長
　
佐
　
藤
　
幸
　
男

平
成
二
十
四
年
度
　
支
部
総
会
・
懇
親
会



　 　 　夕　陽　渡　島（3）

　
松
前
町
は
、
昭
和
五
十
九
年
六
月

か
ら
、町
花
を
「
サ
ク
ラ
」
に
指
定
し
、

町
を
挙
げ
て
桜
の
木
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
松
前
公
園
に
あ
る
桜
は
、

松
前
城
の
天
守
閣
を
仰
ぐ
よ
う
に
植

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
、
一
万

本
以
上
に
及
び
ま
す
。
桜
は
四
月
下

旬
か
ら
約
一
ヶ
月
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
次
か
ら
次
へ
と
咲
き
誇
り
、
町

民
だ
け
で
な
く
多
く
の
観
光
客
の
目

も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

松
前
町
は
、
日
本
海
に
浮
か
ぶ
渡
島

大
島
や
松
前
小
島
を
は
じ
め
、
渡
り

鳥
の
休
憩
地
と
し
て
有
名
な
白
神
岬

も
有
し
て
お
り
、
美
し
い
自
然
が
豊

富
に
あ
る
町
で
も
あ
り
ま
す
。

　
教
育
の
面
で
は
、
平
成
二
十
年
七

月
に
制
定
さ
れ
た
「
松
前
町
教
育
指

針
条
例
」
に
基
づ
き
、
学
力
向
上
や

書
道
教
育
、
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進

等
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

四
年
前
よ
り
、『
松
前
っ
子
３
リ
ズ

ム
』（「
早
ね
・
早
お
き
・
朝
ご
は

ん
運
動
の
推
進
」、「
ノ
ー
テ
レ
ビ
・

ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
へ
の
取
り
組
み
」、

「
家
庭
学
習
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」）

と
題
し
た
運
動
が
全
町
で
行
わ
れ
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
改
善
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
松
前
支
会
は
、

新
会
員
九
名
を
迎
え
、
小
学
校
三
十

二
名
、
中
学
校
十
二
名
、
教
育
委
員

会
二
名
の
総
勢
四
十
六
名
の
会
員
で

ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
六
月
に
は
、

夕
陽
会
会
長
橋
田
恭
一
様
、
渡
島
支

部
顧
問
竹
内
良
容
様
、
本
部
幹
事
長

奥
崎
敏
之
様
の
ご
臨
席
の
も
と
、
支

会
の
総
会
・
懇
親
会
（
新
会
員
歓
迎

会
）
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
橋
田
会

長
様
か
ら
は
、
教
育
大
函
館
校
の
現

状
や
夕
陽
会
の
今
後
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
懇

親
会
は
、
濱
田
嘉
彦
町
教
委
教
育
委

員
長
様
（
Ｓ
三
十
五
卒
）
の
乾
杯
の

ご
発
声
で
始
ま
り
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
会
員
相
互
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
支
会
会
員
一
同
は
、

同
窓
の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
松

前
町
の
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に

「
生
き
る
力
」
を
し
っ
か
り
と
育
む

べ
く
、
日
々
の
教
育
活
動
の
充
実
に

向
け
、
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　　　

　

　
　

　

 
 
 

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

支
会
だ
よ
り

「
同
窓
の
絆
を
大
切
に
」

松
前
支
会
長

　（
白
神
小
学
校
）

荒
　
木
　
康
　
博

　「
名
曲
『
千
の
風
に
な
っ
て
』
誕

生
の
地
」
七
飯
町
。
町
名
は
、
ア
イ

ヌ
語
の
「
ナ
ム
ナ
イ
」（
冷
た
い
川

の
意
）
か
ら
由
来
し
て
い
ま
す
。
渡

島
管
内
中
部
に
位
置
し
、
温
暖
な
気

候
と
肥
沃
な
土
壌
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
明
治
時
代
に
は
、
西
洋
農
業
の

試
験
場
な
ど
も
建
設
さ
れ
、
北
海
道

開
拓
の
基
礎
と
な
る
西
洋
農
業
発
祥

の
地
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
南
部
は
函
館
市
に
接
す
る
平

野
で
す
。
東
部
に
は
横
津
岳
、
北
部

に
は
駒
ヶ
岳
、
大
沼
、
小
沼
が
あ
り

ま
す
。
豊
か
な
森
林
が
広
が
り
、
水

鳥
を
は
じ
め
多
種
多
様
な
動
植
物
が

生
息
す
る
大
沼
国
定
公
園
が
、
今
回
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
道
南
で
は
初
め
て
の
登
録
で
、

道
内
で
は
十
三
か
所
目
で
す
。

　
現
在
、
七
飯
町
は
、「
福
祉
」「
生

活
環
境
」「
自
然
」
を
重
視
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
と
も
に
生

き
る
福
祉
環
境
都
市
を
め
ざ
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

　
夕
陽
会
渡
島
支
部
七
飯
支
会
は
、

退
職
会
員
二
百
二
十
九
名
、
現
職
会

員
九
十
六
名
、
合
計
三
百
二
十
五
名

の
大
所
帯
で
す
。

　
去
る
七
月
十
三
日
に
、
本
部
橋
田

恭
一
会
長
、
渡
島
支
部
市
川
秀
雄
支

部
長
を
お
迎
え
し
、
支
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
、
六

名
の
退
職
会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
、
七
飯
町
教
育
委
員
会
吉
田
雅

幸
教
育
長
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

そ
の
後
の
懇
親
会
に
は
、
退
職
会
員

九
名
が
出
席
さ
れ
、
現
職
会
員
と
の

親
交
を
、
美
味
し
い
お
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「
何
か
あ
っ
た
ら…

。」「
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら…

。」「
い
つ

で
も
家
に
寄
っ
て
。」
な
ど
数
多
く

の
温
か
い
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
教
育
界
は
変
革
を
迎
え
、
不
安

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
母

校
の
成
り
行
き
も
心
配
で
す
。
七
飯

町
の
「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」「
結
束
」

の
強
さ
を
感
じ
、
先
輩
達
が
今
後
も

現
職
の
道
標
に
な
り
、
迷
う
こ
と
な

く
進
む
七
飯
町
支
会
で
す
。

支
会
だ
よ
り

先
輩
と
と
も
に
歩
む

　
　
　
　
　
「
な
な
え
」

七
飯
支
会
長

（
軍
川
小
学
校
）

明
　
石
　
木
　
実
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印
刷 

／ 

㈱
島
本
印
刷

  

　 　

　　　　　　 【
平
成
２３
年
度
】

４
月
４
日
㈬ 

採
用
校
長
・
昇
任
教
頭
へ
祝
詞
送
付

　
　
12
日
㈭ 

各
支
会
現
況
調
査
依
頼
・
総
会
案
内
・

 

大
懇
親
会
案
内
発
送

　
　
17
日
㈫ 

第
３
回
支
部
役
員
会
議
の
案
内
発
送

　
　
27
日
㈮ 

八
雲
支
会
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
本
部
：
楢
山
副
幹
事
長

　
　
　
　
　
　
支
部
：
市
川
支
部
長
）

５
月
１
日
㈫ 

第
３
回
支
部
役
員
会
議

　
　
　
　
　
（
大
中
山
小
学
校
）

【
平
成
２４
年
度
】

５
月
12
日
㈯ 

平
成
24
年
度
支
部
総
会
・
大
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
新
会
員
歓
迎
会
）
開
催

　
　
　
　
　
（
ホ
テ
ル
函
館
ロ
イ
ヤ
ル

 

　
　
　
　
　
　
参
加
者
１
４
５
名
）

　
　
15
日
㈫ 

支
部
大
懇
親
会
・
新
会
員
歓
迎
会
の

 

礼
状
発
送

　
　
23
日
㈬ 

鹿
部
支
会
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
本
部
：
奥
崎
幹
事
長

　
　
　
　
　
　
支
部
：
市
川
支
部
長
）

６
月
１
日
㈮ 

本
部
第
３
回
役
員
会
議

　
　
　
　
　
（
附
属
小  

市
川
支
部
長
・
高
橋
幹
事
長
）

　
　
７
日
㈭ 

松
前
支
会
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
本
部
：
橋
田
会
長
・
奥
崎
幹
事
長

　
　
　
　
　
　
支
部
：
竹
内
顧
問
）

　
　
８
日
㈮ 

知
内
支
会
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
支
部
：
鈴
木
副
支
部
長
）

 

本
部
第
４
回
役
員
会
・
顧
問
参
与
会
議

　
　
　
　
　
（
国
際
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
支
部
長
・
高
橋
幹
事
長
）

　
　
13
日
㈬ 
紺
野
則
子
（
谷
川
小
学
校
教
諭
）
様

 

ご
逝
去…
弔
電
、
弔
花
、
香
典

　
　
16
日
㈯ 

全
国
支
部
長
会
議

　
　
　
　
　
（
国
際
ホ
テ
ル
市
川
支
部
長
）

 

本
部
総
会
・
大
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
国
際
ホ
テ
ル
支
部
参
加
者
61
名
）

　
　
18
日
㈪ 

夕
陽
「
明
日
の
教
師
養
成
塾
」
の
案

内
発
送

　
　
21
日
㈭ 

北
斗
支
会
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
本
部
：
橋
田
会
長

　
　
　
　
　
　
支
部
：
佐
藤
副
支
部
長
）

　
　
22
日
㈮ 

「
会
費
納
入
の
お
願
い
」を
発
送

　
　
26
日
㈫ 

第
１
回
支
部
役
員
会
議
の
案
内
発
送

　
　
28
日
㈭ 

第
１
回
支
会
長
・
幹
事
長
会
議
の
案

内
発
送

７
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

　
　
　
　
　
「
明
日
の
教
師
養
成
塾
」
開
催

　
　
　
　
　
（
支
部
参
加
者
７
名
）

　
　
９
日
㈪ 

第
１
回
支
部
役
員
会
議

　
　
　
　
　
（
大
中
山
小
学
校
）

　
　
13
日
㈮ 

七
飯
支
会
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
本
部
：
橋
田
会
長

　
　
　
　
　
　
支
部
：
市
川
支
部
長
）

　
　
　
　
　
　
森
支
会
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
本
部
：
天
野
副
会
長

　
　
　
　
　
　
支
部
：
佐
藤
副
支
部
長
）

 

木
古
内
支
会
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
本
部
：
平
田
副
幹
事
長

　
　
　
　
　
　
支
部
：
鈴
木
副
支
部
長
）

　
　
18
日
㈬ 

長
万
部
支
会
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
本
部
：
橋
田
会
長

　
　
　
　
　
　
支
部
：
市
川
支
部
長
）

　
　
　
　
　
　
福
島
支
会
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
（
本
部
：
奥
崎
幹
事
長

 

支
部
：
高
橋
幹
事
長
）

　
　
20
日
㈮ 

第
１
回
支
会
長
・
幹
事
長
会
議

　
　
　
　
　
（
大
中
山
コ
モ
ン
）

　

　

　

　

藤　枝　勝　雄
黒　崎　勇　司
竹　内　良　容
小　林　基　英
和　髙　敏　明
市　川　秀　雄
鈴　木　牧　男
佐　藤　幸　男
小　林　　　博
村　山　　　裕
高　橋　伸　夫
井　上　一　男
小笠原　英　緒
井　上　嗣　仁
浦　田　慎　一
五十嵐　義　幸
澁　谷　克　已
岩　井　栄　一

支　　会　　長

平成２４年度 平成２４年度

夕陽会渡島支部各支会役員名簿 夕陽会渡島支部役員名簿
幹　　事　　長

氏　　　名 氏　　　名所　属 所　属

松 前

福 島

知 内

木古内

北 斗

七 飯

鹿 部

森

八 雲

長万部

五 稜

支会名

荒 木 康 博

幕 田 真 二

工 藤 達 也

伊 藤 良 美

川 野 真 一

明 石 木 実

小 林 　 博

佐々木　宏　二

五十嵐　義　彦

木 村 　 孝

沢 田 紀 之

白神小学校

吉岡小学校

知内小学校

木古内小学校

浜分中学校

軍川小学校

鹿部小学校

尾白内小学校

野田生小学校

国縫小学校

渡島教育局

白神小学校

吉岡小学校

知内小学校

木古内小学校

浜分中学校

軍川小学校

鹿部小学校

尾白内小学校

野田生小学校

国縫小学校

渡島教育局

島 　 修 一

加 藤 良 明

土 橋 史 人

井 上 嗣 仁

古　俣　みきお

齋 坂 道 雄

船 橋 恭 二

池 田 克 己

中 田 裕 治

渋 谷 智 実

黒 田 　 諭

〒049－2562　　　　　　
八雲町落部313番地1
八雲町立落部小学校内
高　橋　伸　夫

電　話　0137－67－2249
ＦＡＸ　0137－67－2762

氏　　　名 所　　属役　　職

顧 問

支 部 長

副支部長

監 査

幹 事 長
副幹事長
会計幹事

庶務幹事

広報幹事

終身会員
終身会員
終身会員
終身会員
上 磯 小
大中山小
福 島 中
浜 松 小
鹿 部 小
石 倉 小
落 部 小
雲 石 小
萩 野 小
木古内小
上 磯 中
湯ノ里小
谷 川 小
茂辺地小

▶夕陽会渡島支部事務局◀


